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No. 38 (1993) 

マルチECDを用いた HPLCによる神経伝達物質の分析＊

高井信治＊＊，篠塚則子＊＊，佐久間一郎＊＊＊，真重文子＊日＊，大久保昭行＊＊叫，

和田博夫川＊＊，金沢秀子，永田佳子，松島美一

電気化学検出器（ECD）は酸化還元反応をする化合物の高速液体クロマトグラフ（HPLC）検

出に使われてきた。複数の ECDを組合わせたマルチ ECDは今後臨床分析の有力な手段と考え

られる。電極材料の開発 セル室の構造の研究を行い， 4チャンネルのグラッシーカーボン電極

（参照電極： Ag/AgCI）を持つマルチ ECDを試作した。このマルチ ECDは高感度で安定性が高

く、保守が容易であった。この装置により神経伝達物質の分析を試みた。 18種の標準物質溶液，

イヌの髄液および尿を資料としてよく分離されたク口マトグラムが得られた。

＊ 本報告は生産研究， 44(10) 486--489 (1992）に発表
川 東京大学生産技術研究所
＊＊＊ 東京電機大学
＊＊＊事 東京大学医学部
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